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代
　
表
　
質
　
問

市
役
所
新
庁
舎
整
備

令
和
４
年
度
当
初
予
算

学
校
現
場
で
の
子
供
た
ち
の

支
援
及
び
環
境
設
備

響
を
受
け
た
地
域
経
済
の
回
復
に

向
け
た
事
業
と
し
て
、
本
事
業
に

係
る
費
用
３
億
円
を
３
年
度
当
初

予
算
に
計
上
し
て
い
た
。
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
に
よ
る
ポ
イ
ン
ト

還
元
等
の
実
施
は
、
市
民
生
活
の

応
援
と
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
と
と
も
に
、
社
会
の
デ
ジ

タ
ル
化
へ
の
対
応
や
衛
生
面
に
配

慮
し
た
非
接
触
型
の
支
払
方
法
の

普
及
な
ど
、
変
化
す
る
社
会
シ
ス

テ
ム
へ
の
対
応
を
目
指
す
も
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
３
年
度
は
全
庁

挙
げ
て
の
ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種
へ

の
対
応
、
市
民
全
員
に
５
千
円
分

の
サ
ポ
ー
ト
券
を
配
布
す
る
市
独

自
の
事
業
や
国
の
18
歳
以
下
へ
の

10
万
円
給
付
事
業
な
ど
が
実
施
さ

れ
た
た
め
、
本
事
業
の
実
施
に
は

至
っ
て
い
な
い
。

  

本
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

国
や
県
が
行
う
経
済
対
策
や
市
民

生
活
、
地
域
経
済
の
動
向
等
を
見

極
め
な
が
ら
、
よ
り
多
く
の
経
済

波
及
効
果
が
見
込
ま
れ
る
よ
う
、

実
施
方
法
や
時
期
を
検
討
し
、
事

業
費
の
増
額
も
視
野
に
入
れ
て
４

年
度
に
は
実
施
す
る
考
え
だ
。

そ
の
他
の
項
目

○
市
役
所
組
織
改
正

問�　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
よ
る

ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
を
含
む
あ
か

し
生
活
・
地
域
経
済
応
援
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
は
、
令
和
３
年
度
当
初
予

算
に
事
業
費
が
計
上
さ
れ
て
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
実
施
さ
れ
ず
、

４
年
度
の
当
初
予
算
に
繰
り
越
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
実
施
時
期

に
つ
い
て
市
の
見
解
を
問
う
。

答�　
本
市
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
影

キャッシュレス決済で地域を活性化

期
限
を
過
ぎ
る
と
交
付
さ
れ
ず
全

額
が
市
費
負
担
と
な
る
。
市
民
の

負
担
が
増
え
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

隣
接
す
る
明
石
港
東
外
港
地
区
と

の
一
体
開
発
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
新

庁
舎
整
備
を
進
め
る
べ
き
と
考
え

る
が
、
市
長
の
見
解
は
。

答�　
市
と
市
議
会
の
認
識
は
、
現
在

地
で
建
て
替
え
を
行
う
こ
と
で
一

致
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
前
知
事

と
は
明
石
港
東
外
港
地
区
と
の
一

体
開
発
の
方
向
で
合
意
し
、
検
討

を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
一
体
開
発
の
エ
リ
ア
全
体
が

市
役
所
建
設
候
補
地
で
あ
る
と
認

識
し
た
上
で
、
新
庁
舎
の
位
置
を

確
定
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
ず
は
、
直
接
、
知
事
と
会
っ

て
協
議
を
行
い
、
一
体
開
発
の
方

針
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
確
認

し
た
い
。
市
長
と
し
て
、国
や
県
、

民
間
の
力
を
活
用
し
て
、
で
き
る

限
り
市
民
の
負
担
を
減
ら
す
と
い

う
思
い
は
議
員
と
同
じ
で
あ
る
た

め
、
あ
ら
ゆ
る
知
恵
を
絞
り
た
い

と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
項
目

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

〇
令
和
４
年
度
施
政
方
針

〇
あ
か
し
動
物
セ
ン
タ
ー

問�　
総
事
業
費
１
４
７
億
円
の
新
庁

舎
整
備
に
つ
い
て
、
市
議
会
は
、

適
用
期
限
が
定
め
ら
れ
て
い
る
措

置
で
あ
る
国
の
市
町
村
役
場
機
能

緊
急
保
全
事
業
を
活
用
す
る
た
め
、

令
和
元
年
９
月
議
会
に
お
い
て
現

在
地
で
の
建
て
替
え
を
早
急
に
進

め
る
こ
と
を
求
め
る
決
議
を
全
会

一
致
で
可
決
し
た
。
同
事
業
に
よ

る
国
か
ら
の
財
政
支
援
28
億
円
は
、

早急な整備が必要改修が進む学校のトイレ

る
。
早
急
に
対
応
す
る
必
要
が
高

い
Ｄ
判
定
を
受
け
た
小
学
校
は
６

校
、
中
学
校
は
５
校
あ
っ
た
が
、

評
価
後
の
３
年
間
で
、
約
半
数
の

小
中
学
校
の
修
繕
と
改
修
工
事
が

完
了
し
た
。

  

ト
イ
レ
の
洋
式
化
率
は
、
令
和

４
年
３
月
で
小
学
校
61
・
３
％
、

中
学
校
59
％
の
見
込
み
で
あ
る
が
、

学
校
に
よ
っ
て
は
洋
式
化
率
が
50

％
を
下
回
る
女
子
ト
イ
レ
も
あ
る
。

そ
の
う
ち
、
特
に
低
学
年
が
利
用

す
る
ト
イ
レ
に
課
題
が
あ
る
た
め
、

比
較
的
新
し
い
ト
イ
レ
で
あ
っ
て

も
部
分
改
修
を
行
う
な
ど
、
洋
式

化
に
向
け
て
柔
軟
に
対
応
し
た
い
。

３
年
度
は
、人
丸
、高
丘
東
小
学
校
、

魚
住
東
中
学
校
の
改
修
工
事
を
実

施
し
、
和
坂
小
学
校
と
高
丘
中
学

校
は
改
修
工
事
に
係
る
設
計
を
し

て
い
る
。
な
お
、
３
年
度
か
ら
は
、

ト
イ
レ
改
修
工
事
の
際
、
全
て
の

洋
式
便
座
に
暖
房
便
座
を
設
置
し

て
い
る
。
今
後
も
、
児
童
生
徒
に

と
っ
て
良
好
で
快
適
な
学
習
環
境

と
な
る
よ
う
、
計
画
的
に
改
修
工

事
を
進
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
項
目

○
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
実
現
に
向
け

て

問�　
学
校
施
設
の
老
朽
化
が
進
む
中
、

明
石
市
学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画

ど
お
り
に
改
修
は
行
わ
れ
て
い
る

の
か
。
和
式
ト
イ
レ
に
慣
れ
て
い

な
い
児
童
生
徒
が
増
え
て
い
る
が
、

小
中
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
率

と
改
修
予
定
を
聞
く
。

答�　
同
計
画
で
は
、
施
設
の
劣
化
の

状
況
等
を
４
段
階
で
評
価
し
て
い

公 

明 

党

梅
田
　宏
希
議
員

う
め  

だ 

こ
う  

き 

林
　健
太
議
員

自
民
党 

真
誠
会

は
や
し

け
ん

　た

竹
内
　
き
よ
子 

議
員

明
石
か
が
や
き
ネ
ッ
ト

た
け 

う
ち

こ

代表質問とは
　新年度予算が提案される３月議会に、所属議員３人以上の
会派の代表者が行います。
　代表質問では、施政方針、当初予算および市政の重要課題
に関して市の見解を問います。

会　派　名　簿

（会派別・議席順／３月31日現在）

自 民 党　真 誠 会
石　井　宏　法
井　藤　圭　順
灰　野　修　平
林　　　健　太
寺　井　吉　広
榎　本　和　夫
千　住　啓　介
三　好　　　宏
穐　原　成　人
辰　巳　浩　司
坂　口　光　男

公　　  明　　  党
国　出　拓　志
飯　田　伸　子
尾　倉　あき子
佐々木　　　敏
松　井　久美子
梅　田　宏　希

北　川　貴　則
森　　　勝　子

維　 新　 の　 会

明石かがやきネット
竹　内　きよ子
林　　　丸　美
吉　田　秀　夫

日 本 共 産 党
楠　本　美　紀
辻　本　達　也

丸　谷　聡　子
かけはし SDGs

大　西　洋　紀
未　 来 　明　 石

出　雲　晶　三
大  路  会

宮　坂　祐　太
フォーラム明石

家根谷　敦　子
ス マ イ ル 会


